
令和７年度 事業報告書 

１ 法人の概要 

(1)基本情報 

①法人の名称 

静岡県東部理容美容学園 

②主たる事務所の住所、電話番号、ＦＡＸ番号、ホームページアドレス等 

住所：静岡県三島市寿町３番 42号 

   電話番号：055-975-2236、ＦＡＸ番号：055-975-2192 

   ホームページアドレス：https://www.t-ribiyou.com 

(2)建学の精神 

「豊かな教養とすぐれた技術をもつ優秀な理容師・美容師を養成し、社会に役立つ人材を

育成する。」 

(3)学校法人の沿革 

年月日 事     項 

S30.12.7 学校教育第４条並びに私立学校法第５条により、静岡県東部理容 美容専門学

校の設置許可(静岡県指令知総第776号)設置課程、設置学科、学級数及び学

級定員 

昼間課程 理容学科 1学級 50名、美容学科 1学級 50名 

夜間課程 理容学科 1学級 50名、美容学科 1学級 50名 

S31.2.27 校舎落成式 三島市芝町長林 2754番地の１ 

（現東海道新幹線三島駅歩廊の地） 

S31.3.26 理容師法美容師法第３条第１項により、理容師及び美容師養成施設の厚生大

臣指定許可（厚生省静衛第 230号） 

S31.4.7 静岡県東部理容美容専門学校開校 第1回入学式 

S31.10.5 通信課程の併設許可（厚生省静衛第963号）。 

設置学科・学級数及び学級定員 

理容学科 1学級 50名、美容学科 1学級 50名 

S31.12.20 学校法人静岡県東部理容美容専門学校寄附行為許可（静岡県指令知総第 1504

号） 

S32.8.28 夜間課程休校届提出 

https://www.t-ribiyou.com/


S33.6.16 昼間課程の学級数及び学級定員の変更（増加）許可（厚生省静衛第452号） 

理容学科 ２学級 100名、美容学科 ２学級 100名 

S37.4.1 校服制定 

S37.5.1 現在地に移転（東海道新幹線敷設工事のため） 

三島市寿町３番 42号 新校舎落成式 

S39.12.9 夜間課程廃止（厚生省収環第 463号） 

S40.6.22 創立 10周年記念祝典 

S42.7.10 下田分教場設置許可：賀茂地区通信課程面接指導のため（静岡県衛生部長通

達第 456号） 

S45.3.18 入学生激減により 8名の教職員に退職勧告 

S46.1.16 静岡県各種学校に対し教具等整備費補助金の交付決定 

S50.5.26 創立 20周年記念祝賀会 校内にて 

S51.12.8 静岡県東部理容美容高等専修学校（学校教育法の一部改正により専修学校へ

の切替）設置許可（学文第 464号） 

設置課程、設置学科、学級数及び学級定員 

高等課程 理容学科 1学級 40名、美容学科 1学級 80名 

付帯事業 通信教育部 

高等課程 理容学科 1学級 40名、美容学科 1学級 40名 

S51.12.8 学校法人静岡県東部理容美容学園寄附行為（変更）許可（学文第 478号） 

S52.4.1 学校法人静岡県東部理容美容学園 静岡県東部理容美容高等専修学校発足 

S54.3.16 静岡県私立専修学校に対し運営費補助金の交付決定 

S57.2.29 木造校舎を鉄筋校舎への改築及び旧館補修工事竣工 

S60.10.7 校旗作成 

S60.10.14 創立 30周年記念式典挙行 三島雅叙園にて 

H4.3.16 学校法人静岡県東部理容美容学園寄附行為（変更）許可（学第 976号） 

H9.7.18 学校名変更届（施行 H10.4.1） 

H9.8.4 高等課程廃止 専門課程設置許可(学第499号)（施行 H10.4.1） 

学校法人静岡県東部理容美容学園寄附行為（変更）許可（学第 500号）（施

行 H10.4.1） 

H9.8.29 校舎の用途変更届、校舎の増築届（竣工 H10.1.10） 



H10.4.1 理容師法第3条3項及び美容師法第4条第 3項（厚生省収生衛第 405号）に

より 

学校法人静岡県東部理容美容学園 静岡県東部理容美容専門学校（専門課

程）発足 

H11.4.1 服装自由化 

H12.2.8 専門課程修了者に専門士（衛生専門課程）称号付与認定（文部省告示第 15

号） 

H13.3.31 下田分教場閉鎖 

H17.11.28 創立 50周年祝賀会 三島プラザホテルにて 

H20.9.22 新校舎完成・竣工祝賀会 

H22.4.1 静岡県東部総合美容学校に校名変更 

H22.9.30 理容学科廃止承認（東海北陸厚生局長） 

R22.10.1 NPO法人JNEC（日本ネイリスト協会）法人会員入会、ネイリスト認定校（認

定番号 0163-2） 

H24.3.8 接遇・マナー認定校（SBS：全日本美容業生活衛生同業組合連合会） 

着付け認定校（SBS：全日本美容業生活衛生同業組合連合会） 

H24.4.1 

 

 

JNEC日本ネイリスト試験センター3級試験会場登録校認定 

カラーコーディネーター認定校（NPO法人日本カラーコーディネーター協

会） 

H25.4.18 Ｊカラー検定認定校（NPO法人日本カラーコーディネーター協会） 

H25.5.8 エステティック認定校（SBS：全日本美容業生活衛生同業組合連合会） 

H28.8.1 日本ヘアケアマイスター認定校（日本ヘアケアマイスター協会） 

H29.2.28 校内大会（内藤杯）開始 

H30.12.12 内地留学制度開始（学校法人 京都理容美容専修学校） 

R1.9.20 大学等における就学の支援に関する法律（令和元年法律第 8号）第7条第2

項各号、大学等における就学の支援に関する法律施行規則第 7条第1項に基

づき「高等教育修学支援新制度」に認定。 

R2.1.22 福祉理美容福祉協会認定校、准福祉美容士、福祉美容士 

R2.2.28 メイク認定校（SBS：全日本美容業生活衛生同業組合連合会） 

R2.3.25 職業実践専門課程に認定（文部科学省総合教育政策局長） 



R2.7.1 まつ毛エクステンション認定校（日本理容美容教育ｾﾝﾀｰ） 

R2.7.31 専門実践教育訓練講座に指定。 

R3.6.1 インターネット出願開始 

R4.4.1 御西マイスター講座から Go Dream講座へと名称変更 

R5.4.1 校内 LED化工事開始 

R6.1.31 ISO29993 学習サービス 認証登録 

R6.10.28 校内 LED化工事終了、3階女子トイレ便器補修 

R7.11.13 全国理容美容学生技術大会 

金賞（フォト部門）、銀賞・銅賞（ネイルアート部門）受賞 

 

(4)設置する学校・学部・学科等 

静岡県東部総合美容専門学校 美容学科 専門課程 

静岡県東部総合美容専門学校 美容学科 通信課程 

(5)学校・学部・学科等の学生数の状況 

(Ｒ７年５月１日現在) 

学校名 入学定員 入学者数 収容定員 現員数 

静岡県東部 

総合美容専門

学校 

美容学科

専門課程 

８０（２学級） ７２(２学級) １６０（４学級） １１８（４学級） 

静岡県東部 

総合美容専門

学校 

美容学科

通信課程 

４０（１学級） １６（１学級） １２０（３学級） ４２（３学級） 

(6)収容定員充足率 

(毎年度５月１日現在) 

学校名 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度    

静岡県東部総合美容専門学校 

美容学科  専門課程 

７１．３％ 

（１１４） 

６０．０％ 

（９６） 

７３．８％ 

（１１８） 

   

静岡県東部総合美容専門学校 

美容学科  通信課程 

２９．２％ 

（３５） 

３９．２％ 

（４７） 

３５．０％ 

（４２） 

   

 

 



 

令和７年静岡県東部総合美容専門学校 理事・役員 一覧 

 

 

常勤・非常勤の別 

 

学内外の

別 

 氏  名 

 

前職又は現職 

 

任期 

 

理 事 長 

 

   非常勤 

 

  外    久保田寿人 

 

Rogos株式会社 

代表取締役社長 

2025.5.12～ 
2029.定時評議

員会終結の時

まで 

副理事長 

 

   非常勤 

 

  外    荻澤 章男 

 

ヘアープラザ・オギサ

ワ 店主 

2025.5.12～ 
2029.定時評議

員会終結の時

まで 

会計理事 

 

   非常勤 

 

  外    庄司 一生 

 

庄司理容所 店主 

 

2025.5.12～ 
2029.定時評議

員会終結の時

まで 

会計理事 

 

   非常勤 

 

  外    粟野 和夫 

 

ヘアーカット kazo 

店主 

2025.5.12～ 
2029.定時評議

員会終結の時

まで 

理  事 

 

   非常勤 

 

  外    永倉えり子 

 

ｷｬﾘｱｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

元社会教育委員長 

2025.5.12～ 
2029.定時評議

員会終結の時

まで 

理  事 

 

   非常勤 

 

  外    増田 裕子 

 

主婦 

 

2025.5.12～ 
2029.定時評議

員会終結の時

まで 

理  事 

校  長 

   常 勤 

 

  内    鈴木  真 

 

静岡県東部総合 

美容専門学校 校長 

2025.4.1～ 

2029.3.31 

 

 監事 

 

非常勤 

 

外 

 

 杉山 孝二 

 

元市役所職員 

 

2025.5.12～ 
2031.定時評議

員会終結の時

まで 

 監事 

 

非常勤 

 

外 

 

 梅原 通夫 

 

元公立・私立高校 

校長 

2025.5.12～ 
2031.定時評議

員会終結の時

まで 
 

  評議員名簿 

 齊藤公治  黒川真一  佐藤 寛  中野幸夫 

 谷川嘉英  庄司美智子  上原 健 加瀬川和夫 

 馬上 薫 



(7) 教職員の概要 

・職員の本務・兼務別の人数、平均年齢等 

   本務９名（男１、女８）、兼務者６名（男４、女２）、職員４名（男２、女２） 

  非常勤職員（男１） 

平均年齢：５５．３歳  

(8)その他 

・系列校なし 

２ 事業の概要 

(1)主な教育・研究の概要 

評議員会議場報告より 

会議の開催と主な内容 

第1回理事会・監査  令和７年   ４月２１日  監査報告と決算 

第２回理事会            ５月１２日  評議員会の議案審議 

第３回理事会            ７月１４日  学校運営上の課題 

第４回理事会            ９月 ８日  学校運営上の課題 

第５回理事会           １２月１５日  中間決算と学校運営上の課題 

第６回理事会     令和８年    ２月  ９日  提出議案の検討 

第７回理事会            ３月 ９日  評議員会の議案審議 

通常評議員会     令和７年   ５月１２日  事業報告と決算 

臨時評議員会     令和８年   ３月 ９日  事業計画と予算案  

３ 教育内容の充実 

(1) 経営目標に対する結果  

① ８０人入学者を目指して募集活動 → ６１人 

② １００％の就職率 → ９５．７％ 

③ １００％の美容師国家試験合格（通信６０％） → ９７.８％（通信９０％） 

④ ２５％の大会入賞者 → ３６％ 

(2) 行事関係 

   美容フェスティバルは６月７日（土）に実施した。２年生によるヘアー＆メイクショーで

は、３グループがこれまで培った技能を発揮し、来場者に大きな感動を与えた。会場は満席と

なり、高校生を中心に美容分野への関心を高める機会となった。展示は、１年生全員の作品

と、２年生の部門別優秀作品を展示した。 



   年度末に予定していた韓国研修旅行は参加人数が集まらず中止となったが、自治会の提案に

より、代替行事として12月５日（金）に東京ディズニーシーへの研修旅行を実施した。 

   地域連携・イベント活動としては、６月に職業教育振興会主催「静岡こどもクリエイティブ

タウン ま・あ・る」に参加し、小学生を対象にカット体験を実施した。８月には長泉町のお化

け屋敷イベントでメイクを担当し、三島市「街中だがしや学校」ではボディペイントを行っ

た。10月のハロウィンパレードでは三島大通り３カ所で親子を対象にボディペイントを実施し

た。また、長泉町文化センター・ベルフォーレで開催された子どもサミットでは、ミュージカ

ル出演者へのメイクボランティアを行った。 

(3) コンテストに関すること 

４月に実施された2025 THDC CONCOURS大会ﾛｯﾄﾞﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ部門で１名が敢闘賞で入賞。９月 

に実施された東海地区理容美容甲子園でﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ種目４名、まつ毛ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ種目２名、ﾈｲﾙｱｰﾄ

種目４名、ﾃﾞｻﾞｲﾝ画部門１名、ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ部門１名が入賞し、11月の全国理容美容甲子園には、

ﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ種目１名、まつげｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ種目１名、ﾈｲﾙｱｰﾄ部門２名、ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ部門１名が参加し、

ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ部門金賞、ﾈｲﾙｱｰﾄ部門銀賞、銅賞を受賞し、本校初の快挙となった。10月に実施され

た山野芸術祭全国大会では、ﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ巻の部で１入賞した。JBTP ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄでは、３位１

名、優秀賞５名、理事長賞１名、入賞７名が入賞した。 

11月に実施したJUHA JAPON Festival2025ではﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞの部で25名、まつ毛ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝの部

で５名、ﾈｲﾙｱｰﾄの部で３名、計33名が入賞した。年間通じてコンテストに対して前向きに練習

に取り組み、計63名が入賞した。挑戦した学生の35.8％が入賞した。 

(4) 検定・国家試験に関すること 

検定とディプロマの取得は、「ヘッドスパ」３級、全美連による「接遇・マナー」の２級３

級、「着付け」の３級、「メイク」２級、「エステ」３級、「ヘアケアマイスター・プライマリ

ー」「パーソナルカラー」２級３級、「JNECネイリスト技能検定」２級３級、「まつ毛ｴｸｽﾃﾝｼｮ

ﾝ検定」、「准福祉理美容士」検定試験が行われた。合格率が９６．６％と高く、７年連続で９

１％以上の取得率となった。学生の資質を高めるために、幅広く資格やディプロマを取得できる

ようになった。 

    国家試験の合格率は、昼間課程９７.８％（実技試験全員合格、筆記試験１名不合格）、通信課

程９０.０％（実技試験１名不合格、筆記試験全員合格）だった。近年と比較するとよい結果だっ

たが、今後も１００％を目指して、更にカリキュラムの工夫を行っていきたい。 

 

      



(5) 教職員研修 

ア メイク研修（髙橋 出先生 R7.4.30 実習教員参加）  

イ クリエイティブ・テクニカルスタイル研修（内藤久美子先生 R7.８.７ 実習教員参加）                     

ウ ブリーチ研修（R8.3.18 実習教員参加） 

エ カット・ブロー研修（内藤久美子先生・平塚考博先生R8.3.27 実習教員参加） 

オ 即戦力養成講習会（愛知県中日美容専門学校 R7.8.4～6･20･21 田代教員参加） 

カ 美容師養成施設教員資格認定研修会（R7.12.1～5･8～12 相馬教員参加） 

キ 東海地区理容師美容師養成施設教職員研修会（R7.11.21浜松市 全員参加） 

ク SBS指導講師研修会（全美連評価認定制度運営委員会R7.8.19 板垣教員参加） 

ケ SBSメイクディレクター２級講習会・認定試験 

（全美連評価認定制度運営委員会 R7.9.24～26･10．14～16 井原・田代参加） 

コ SBSメイクディレクター１級講習会・認定試験 

（全美連評価認定制度運営委員会 R8.3.23～25･30・31・4.1 井原・田代参加） 

(6) 学生募集事業 

ア  オープンキャンパス 

R７４月12日（土）、４月26日（土）、５月10日（土）、６月14日（土）、７月12日（土）、 

    ７月26日（土）、８月２日（土）、８月19日（火）、８月26日（火）、９月６日（土）、 

   10月19日（日）、12月６日（土） 

R８２月14日（土）、３月14日（土）３月24日（火） 

フェスティバル見学会     ６月７日（土） 

イ  高校訪問・進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ（説明会） 

   高校訪問では、入学ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等の資料を届けて、体験入学のポスターの掲示を依頼している。

進路ガイダンス（説明会）では、広報担当が高校を訪問し、美容師という職業の魅力や本校の

教育内容・特色について説明を行った。また、各地で開催された進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽにおいてブースを

設置し、進学を検討している高校生や保護者に対して個別説明を行った。 

   ウ   中学生2年生対象の職業体験は錦田中、南中、北中、中郷中、北上中、中郷西中、北中、

南中の７校三島市内全ての中学校で実施。職業講話は中郷西中、北中で実施した。御殿場西

高等学校の「GO DREAM講座」、知徳高等学校・誠恵高等学校の「ビジネスメイク講座」を

実施。 

   エ  新入生合格後、入学前ﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ講習会３回を実施。学校開放日を設け、道具を貸し出し

て自主練習の機会を設定し特待生試験に臨む体制を構築できた。 



(7) 卒業認定に関する方針 

卒業認定については学則に定めがある。 

必要な授業時数の定めと評定の定めの両面から「学則第9条（教育課程、標準授業時数及び

成績評価）」に規定されている。 

教科課目の成績評価は、学年末において各学期末に行う試験・実習の成果、履修状況等を総

合的に勘案して行う。ただし、出席停止等の特別な事情を除き、出席時数が標準時数の10分

の9に達しない者は、その教科課目について評価を受けることができない。認定の基準は、学

則「学則第10条（認定の基準）」に定める。  

本校の教育課程の修了又は卒業は、所定の課程を修了した者について学習評価のうえ認め

る。なお、成績評価及び進級・卒業の認定基準については別に定める。 

「学修成果の評価について」は、進級･卒業の認定基準」によると以下の通りである。 

ア 出席授業時数は、学則に準ずる。 

イ 学期毎の期末試験を全て合格しなければならない。 

  ・合格点は１００点満点中６０点以上とする。 

  ・不合格者は、追試を受ける。追試合格も６０点以上とする。 

ウ 各授業の実習成果、履修状況が、その担当教師の判断で「良好」と許可されるものでなけ

ればならない 

「学則第11条（卒業証書等の授与）」校長は所定の課程を修了したと認めた者には、当該 

    課程の名称及び修業年限を記入した卒業証書を与える。適切に実施するために、各学期に成

績会議を行っている。２月は、進級卒業認定会議を行い、上記の認定基準に沿って認定して

いる。 

(8) 教育課程編成及び実施に関する方針 

科目担当の決定後、担当者同士で授業内容を話し合い、使用教材についても検討する。教

材は全教員と事務職員で、教材の適否と金額を検討し、次年度の予算化をする。授業内容に

ついては、教育課程編成会議の検討内容と今年度の反省を元に改善点を話し合う。それを元

にシラバスの原案を作成し、暫定版とする。その後年度初めに向けて変更したものをＨＰ等

に公開する。 

(9) 入学者受入に関する方針 

  入学者の受入については、入学前に出身高校の進路指導教諭から情報を頂き、事前に対応で 

きることは学校全体で受入体制を整える。また、オリエンテーションを２回実施し、学生に不 



安を抱かせないように努力している。入学予定者には11月から１月下旬に実施している入学

前講習（ワインディング）３回に参加させ、実習授業への不安の軽減と３月の特待生試験の

お準備ができるように行っている。（教材については、学校から貸し出し）  

４ 中期計画 

本校は、創立70周年を迎える歴史と伝統を基盤としながら、100周年を見据えた学校づくりを推進

する。少子化の進行や社会の急速な変化、美容業界の多様化するニーズに対応するため、職業教育機

関としての質保証を図り、地域社会に信頼される学校経営を目指す。 

 また、「学生の幸福を追求し、挑戦する心を育てる」という経営の目的のもと、「確かな技術・創

造の喜び・心のふれあい」の建学の精神を大切にしながら、次の事項を中期的な重点目標として推進

する。 

(1) 教育の質保証と教育力の向上 

  本校の教育の質を更に高めるため、職業実践専門課程を基軸とした教育改善を進める。自己点

検・自己評価、学校関係者評価及び第三者評価を活用したＰＤＣＡサイクルを確立し、教育内容

の継続的な改善を図る。 

  また、学習サービス及び職業教育の質保証に関する国際規格であるISO29993認証について、継

続的な内部監査及び改善を実施し、認証の維持・向上に努める。加えて、JAMOTEの評価項目に基

づく点検・評価を推進し、職業教育機関としての質保証を一層充実させる。 

  さらに、国家試験合格率の向上に向けた教育改善を進めるとともに、教職員研修体制を整備

し、授業力向上、学生理解及び多様な学習ニーズへの対応力を高める。 

(2) 学生募集及び学校ブランド力の強化 

  少子化が進行する中にあっても安定的な学生確保を図るため、高校生及び保護者のニーズを踏

まえた魅力ある学校づくりを推進する。 

  特に、ホームページやＳＮＳ等を活用した情報発信の充実、オープンキャンパスや体験入学の

内容改善を図り、本校の特色や教育成果を積極的に発信する。 

  また、創立70周年を契機として、本校の教育の特色や伝統を再確認するとともに、「地域に信

頼される美容専門学校」としてのブランド確立を目指す。 

(3) 産学連携及び実践教育の充実 

  美容業界との連携を強化し、現場で求められる実践的な知識・技術を習得できる教育環境の整

備を進める。 

  サロン、美容関連企業及び関係機関との連携授業や実践的教育活動を推進するとともに、最新

の美容機器や技術、ＡＩ等の先端技術を取り入れた教育を充実させる。 

  また、美容甲子園をはじめとする各種コンテストへの挑戦を通して、学生の主体性、創造性及

び実践力を育成する。 



(4) 社会人教育及びリカレント教育の推進 

  地域に開かれた職業教育機関として、社会人の学び直し及び美容業界における人材育成機能の

充実を図る。 

  専門実践教育訓練給付制度について積極的に周知し、社会人入学者の拡大を目指す。また、卒

業生や休眠美容師を対象としたスキルアップセミナー等を実施し、新しい技術や知識を学ぶ機会

を提供する。 

  加えて、関係自治体や関係機関と連携し、リスキリング及びリカレント教育の推進に努めると

ともに、短期間講座や夜間教育、留学生受入等の新たな教育課程について調査・研究を進める。 

(5) 多様な学習ニーズへの対応と学生支援の充実 

  学生一人一人の状況や特性に応じた支援を充実させ、多様な学習ニーズに対応できる教育体制

の整備を進める。 

  インクルーシブ教育の視点を踏まえ、学習支援、経済的支援及び相談支援の充実を図るととも

に、教職員の専門性向上を目的とした研修を継続的に実施する。 

  また、美容分野にとどまらない新たな教育ニーズも見据えながら、将来的な教育課程や学科構

成について検討を進める。 

(6) 学習環境及び施設設備の整備 

  多様化する教育ニーズ及び教育方法に対応するため、施設設備及び学習環境の改善を計画的に

進める。 

  ＩＣＴ機器の活用や校務支援システムの導入等、デジタル技術を活用した教育環境整備を推進

するとともに、実習環境の充実を図る。 

  また、将来的なコース別学習や進度別学習への対応を見据え、教室配置や施設規模の改善につ

いて検討を進める。あわせて、地域サロンとの連携及び最新美容機器を活用した教育を推進する

ための実習環境整備について研究する。 

(7) 健全な学校経営基盤の強化 

  持続可能な学校経営を実現するため、安定的な学生確保と財務基盤の強化を図る。 

  また、教職員の働き方改革や校務の効率化を推進するとともに、卒業生とのネットワークづく

りを進め、学校の教育活動及び人材育成機能の充実を図る。 

  さらに、学校関係者評価や外部評価を活用しながら、地域社会及び美容業界から信頼される学

校経営を目指す。 

５ 財務の概要 

決算の概要 

(1) 決算の概要（Ｒ５．４．１～Ｒ８．３．３１） 



 



 



(2) その他 

①有価証券の状況 

・該当なし  

②借入金の状況 

・該当なし 

③学校債の状況 

・該当なし  

④補助金の状況 

日本学生支援機構による「学ぶ意欲」のある学生を支援する「私立専門学校修学支援事業費補助

金」及び静岡県による、私立専修学校の教育振興を図るための補助金「静岡県私立専修学校運営費補

助金」の交付を受けた。 

補助金名 補助金交付額 

私立専門学校修学支援事業費補助金 １５,４３１,８００円 

静岡県私立専修学校運営費補助金 ３,０３５,０００円 

⑤収益事業の状況 

・該当なし 

⑥関連当事者等との取引の状況 

ア)関連当事者 

・該当なし  

イ)出資会社 

・該当なし 

⑦学校法人間財務取引 

・該当なし 

 



(3) 経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応方策 

本校の事業は、学生生徒等納付金収入に依存する割合が高く、安定した学校運営を図る

ためには、継続的な入学者数の確保が重要な経営課題である。令和７年度は、学生募集活

動の成果により入学者数が増加し、学生生徒等納付金収入が増加したことに加え、補助金

収入の増加もあり、教育活動収支差額が改善するなど、財務状況に一定の改善が見られ

た。 

また、教育の質向上に向けた授業内容の工夫、国家試験対策の強化、コンテストへの積

極的な挑戦、さらには第三者評価及びISO29993認証の継続など、本校の教育活動の質保証

に関する取組が、学校の魅力向上につながっているものと考える。 

一方で、少子化の進行や首都圏への進学志向の高まりなどにより、学生募集を取り巻く

環境は依然として厳しい状況にある。また、教育内容の充実や物価上昇等に伴う経費増加

も想定されることから、経営基盤の安定化に向けた継続的な取組が必要である。 

今後は、創立70周年を契機として学校ブランドのさらなる向上を図りながら、ホームペ

ージの刷新、オープンキャンパスの充実、高校との連携強化等を通じて、定員の９割以上

の入学者確保を目指す。また、国家試験合格率100％、就職率100％を目標に、教育の質保

証をさらに高め、学生・保護者・地域から信頼される学校づくりを推進していく。 


